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第１章 策定にあたって

１ 策定の趣旨

教育行政方針は、町の最上位計画である総合計画と整合性を図りながら、大泉町教

育大綱に掲げた基本目標を実現するために、教育委員会が単年度で取り組む施策を計

画するものです。

また、年度終了後には、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、

その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表いたします。

２ 令和３年度の取組

令和３年度におきましても、大泉町教育大綱の基本方針である「夢とやさしさをも

って、生き生きと学ぶまち」の理念実現に向け、広い視野でたくましく生き抜く力を

持った人材の育成のため、引き続き、学校と家庭、地域社会が連携し、幅広い世代の

ニーズに対応する学習機会の確保と情報提供を図り、心身の豊かさを創造する教育を

推進してまいります。

また、社会経済の在り方が急激に変化する「Society5.0 時代」（※１）の到来や、新

型コロナウイルスの感染拡大などを教訓とした「新しい生活様式」（※２）に対応する

ため、子育て支援・学校教育・社会教育など様々な分野において、各々の施策が停滞

することのないよう取り組んでまいります。

なお、第２章に掲げる具体的な施策については、随時、進捗状況の管理・確認を行

い、必要に応じて見直し等を実施してまいります。

以下、取組施策についての概要を提示いたします。

◎子育て支援について

「第二期大泉町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、幼児期の教育や保育のさ

らなる充実を図ります。
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◎学校教育について

学力向上対策や小・中学校連携による取組を推進しながら、外国籍児童・生徒に対

する日本語教育を充実させるとともに、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した授業に取

り組み、南小学校大規模修繕などの長寿命化工事を計画的に進め、教育環境の整備充

実を図ります。

なお、新たに「児童生徒の保護者に対する経済的支援」に関する取組を施策として

追加いたします。

◎社会教育について

町民の学習意欲に応えていくために、学習機会や学習情報の充実を図るとともに、

社会活動や芸術文化への参加及び活動の場の提供を行います。

また、町民の学びの場であり、生涯学習の拠点である図書館は、新たに策定した図

書館ビジョンに基づき、各種施策を実施していきます。

（用語解説）

・Society5.0（※１）

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済

発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）

内閣府資料より

・新しい生活様式（※２）

長期間にわたりコロナウイルス感染拡大を防ぐため、飛沫感染や接触感染、近距離での会話への対策

を、これまで以上に日常生活に定着させ、持続させるための行動の呼称。具体的実践例としては、マス

ク着用、手洗い、「３密」の回避 等

厚生労働省資料より
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３ 施策一覧

教育委員会の主な事業を中心とした施策構成とし、特に重要度が高い施策には◇、

新規施策には◆と明記する。

基本目標 具体的な施策 所管課 重要 新規

1子育て支援の充実

①育児支援、育児不安の解消、子育て環境の整備 こども課 ◇
②子育てに対する経済的支援 〃 ◆
③児童虐待の未然防止及び早期発見・再発防止 〃

2 就学前教育と保育
の充実

①学童保育の充実 〃 ◇

②認定こども園、幼稚園、保育園、小学校による連携
教育指導課

こども課

③認定こども園、幼稚園、保育園への補助金等の交付 こども課

3 教育環境の充実

①学力向上対策の充実 教育指導課

②ＩＣＴ環境の充実 教育管理課

③ＩＣＴを活用した授業の推進 教育指導課 ◇ ◆
④食に関する指導の推進 〃 ◆
⑤外国籍児童生徒に対する支援の充実 〃

⑥児童生徒の保護者に対する経済的支援 教育管理課 ◆
⑦学校施設・設備の整備 〃 ◇

4 生涯学習の推進

①町民の生活課題や学習意欲に応える幅広い講座の開催 生涯学習課

②各種団体・サークル・地域公民館活動の活性化の支援 〃

③図書館ビジョンの推進 〃 ◇ ◆

5 青少年育成の推進
①放課後子ども教室の充実 〃 ◇
②インターネットの適正利用についての周知啓発 〃

6 人権尊重の推進
①人権課題に対する学習機会の提供 〃

②人権啓発地区別事業の推進 〃 ◇

7 スポーツ・芸術文
化の振興

①スポーツ・レクリエーションに親しむ機会の提供 〃 ◇
②文化むら施設・設備の整備 〃

③芸術文化の振興 〃

8 文化財の保存と活
用

①町の郷土芸能や文化財の周知及び活動機会の提供 〃 ◇
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第２章 具体的な施策

※表の見方

・具体的な施策のタイトル○重・○新・・・Ｐ３施策一覧 ◇・◆参照

・取組内容の太字部分 ・・・新たな取組

・指標下段の参考値・・・令和元年度実績値

１ 子育て支援の充実

○重 ①育児支援、育児不安の解消、子育て環境の整備

○新 ②子育てに対する経済的支援

目標・目的 子育て家庭に対し、育児への不安や負担の軽減を図る。

取組内容 ・子育て中の親子の交流の場、親にとっての学びや情報交換の場、子育

ての悩み解消の場の提供及び父親の事業の参加促進（地域子育て支援

センター事業）

・保護者が傷病や出産等により、乳幼児を一時的に保育できないときの

一時預かり保育の実施及び事業の周知（緊急一時保育事業）

・子どもとその親に対する相談支援等、子育てに関する包括的な支援の

提供及び事業の周知（子育て世代包括支援センター事業）

指標 ・地域子育て支援センターの利用者数（年間 4,500人以上）

参考値（年間 4,276人）

・緊急一時保育事業の利用者数（年間 560人以上）

参考値（年間 448人）

・子育て世代包括支援センターの利用者数（年間 70人以上）

参考値（年間 ー 人以上）

令和２年度設置のため

目標・目的 安心して出産・子育てができるように、子育てに要する経済的負担の軽

減を図る。

取組内容 ・多子世帯、ひとり親家庭等の使用料等の減免

・子育てに係る助成事業の実施

・ファミリー・サポート・センター利用料助成の検討

指標 ・子育て育児用品購入費の助成件数（年290件）

参考値（年262件）
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③児童虐待の未然防止及び早期発見・再発防止

２ 就学前教育と保育の充実

○重 ①学童保育の充実

②認定こども園、幼稚園、保育園、小学校による連携

③認定こども園、幼稚園、保育園への補助金等の交付

目標・目的 児童虐待の未然防止、早期発見に向けた啓発活動を行い、保護を必要と

する児童については、関係機関と連携し見守りを行っていく。

取組内容 ・児童虐待の防止のための様々な機会を捉えた啓発活動の実施

・要保護児童対策地域協議会や関係機関との連携による継続的な支援や

見守りの実施

指標 ・児童虐待防止啓発回数（年 11回）

参考値（年 9回）

目標・目的 認定こども園や幼稚園、保育園と小学校により、幼児・児童への取組に

ついて情報交換を行い、相互連携及び共通理解を図る。

取組内容 ・幼稚園・保育園・小学校情報交換会議の実施

指標 ・幼稚園・保育園・小学校情報交換会議の実施回数（年 5回）

参考値（年３回）

目標・目的 各種補助金を教育・保育施設に支給し、保育士の質の向上・処遇改善等

を図ることにより子育て環境の整備を図る。

取組内容 ・実施事業に対応した補助金の交付

指標 ・補助金等を活用し、新たな事業を実施した施設数（1施設）

参考値（0施設）

目標・目的 共働きなどにより昼間保護者が保育できない小学生に対し学童保育を実

施し、子育て支援を図る。

取組内容 ・学童保育の時間延長の実施

・学習サポートの実施

・長期休業中の選択式給食の提供

指標 ・学童保育の登録者数（600人）

参考値（586人）
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３ 教育環境の充実

①学力向上対策の充実

②ＩＣＴ環境の充実

○重○新 ③ＩＣＴを活用した授業の推進

目標・目的 教師の指導力や専門性を向上させることにより、児童生徒の学力向上を

図る。

取組内容 ・標準学力検査、全国学力・学習状況調査の分析に基づく課題の把握と

改善策の実施

・発問や指示、板書やノート指導の工夫等「基礎・基本を大切にした授

業」の実践

・小学校高学年における教科担任制の実施及び小中連携の教科指導

・各学校の学力向上委員会を中心とした資質向上研修の充実

指標 ・標準学力検査の結果（全国平均以上）

参考値（全国平均）

目標・目的 新学習指導要領の趣旨を踏まえ、すべての学習の基盤となる情報活用能

力の育成や各教科等におけるＩＣＴ活用に取り組めるよう、ＩＣＴ環境

の整備を図る。

取組内容 ・「ＧＩＧＡスクール構想の実現」に向けた取組・進捗管理

・学校におけるＩＣＴ環境整備の調査研究

指標 ・「ＧＩＧＡスクール構想の実現」によるＩＣＴ整備状況視察回数

（視察回数：小学校２回、中学校２回）

参考値（小学校 ー 回、中学校 ー 回）新規設定指標のため

目標・目的 ＩＣＴを授業の中で効果的に活用することにより、児童生徒の学習への

興味・関心を高めるとともに情報活用能力を育成する。

取組内容 ・授業におけるＩＣＴ活用のための校内研修の実施

・町教育研究所の研究班での研修

（ＩＣＴを活用した授業づくり、ＩＣＴ活用計画の作成）

・プログラミング教育実践事例集の活用

指標 ・ＩＣＴを活用できる教員の割合（100％）

参考値（74.8％）
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○新 ④食に関する指導の推進

⑤外国籍児童生徒に対する支援の充実

○新 ⑥児童生徒の保護者に対する経済的支援

目標・目的 望ましい食習慣を身につけるための取組を推進し、児童生徒の健やかな

心と体を育成する。

取組内容 ・食育担当教諭による食に関する指導の実践

・栄養士による出前授業や給食試食会等の実施

・給食便り、町ホームページ等を活用した情報発信

指標 ・学校での食に関する指導の実施回数（7回以上）

参考値（ ー 回）新規設定指標のため

目標・目的 外国籍の児童生徒が学校生活へスムーズに適応できるよう、日本語指導

や生活への適応指導の充実を図る。

取組内容 ・町教育研究所日本語教育研究班による指導力向上研修の実施

・「個別の指導計画」を活用した指導・支援の充実

・「多言語サロン」での指導・支援の継続

・外国人子女教育コーディネーターの学校への入り込み指導

指標 ・外国籍生徒の高校進学率（90％以上）

参考値（89.5％）

目標・目的 経済的理由によって義務教育を受けることが困難な児童生徒又は就学予

定者の保護者に対して、就学に要する経済的負担の軽減を図る。

取組内容 ・就学援助制度の周知方法の改善

・ひとり親や収入が不安定な世帯等への情報提供のための連携強化

指標 ・就学援助を要する児童生徒の保護者支援率（9％）

参考値（9％）
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○重 ⑦学校施設・設備の整備

４ 生涯学習の推進

①町民の生活課題や学習意欲に応える幅広い講座の開催

目標・目的 児童生徒の学習や生活の場である学校において、学校施設の個別施設計

画に基づき、施設改修等を行い教育環境の整備を図る。

取組内容 ・南小学校の大規模修繕工事（第Ⅰ期工事）

・体育館へのエアコン設置に係る調査研究（県内先進地）

・学校施設の個別施設計画の進捗管理

・危険性が高いと認められる樹木の伐採（強剪定）

指標 ・施設整備件数（21件）

参考値（24件）

目標・目的 子育て世代には子どもの発達に沿った子育てに関する講座、高齢者には

学習意欲を高めて相互の交流を深める講座を実施するなど、町民の学習

意欲に沿った各種講座を開催することにより、町民の学習意欲を高め、

生活課題解決や町民の自主性、創造性を発揮する主体的な学習活動の充

実を図る。

取組内容 ・各種家庭教育学級、高齢者教室、趣味講座等各種講座の開催

指標 ・各講座の参加率（90％） 総合計画目標値

参考値（97.1％）

・高齢者教室の通年での参加率（77％）

参考値（72％）
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②各種団体・サークル・地域公民館活動の活性化の支援

○重○新 ③図書館ビジョンの推進

目標・目的 講座や各種団体・サークル活動を通じて身につけた知識や技術の活用・

発表の機会を充実させるとともに、地域公民館を中心とした、身近な交

流･学習活動の充実を図る。

取組内容 ・地域公民館相互の情報共有と活動支援のための情報提供

・各種団体・サークルと連携した講座の開催

・各種団体・サークルが相互に連携し、活動の活性化を促す支援

指標 ・各種団体・サークルと連携した講座回数（年２回）

参考値（年4回）

各種団体・サークルの安定した活動再開が優先事項のため。

目標・目的 令和 2年度に策定した大泉町立図書館ビジョンに基づき、さらなる町民

サービスや利用者の満足度の向上を目指し、図書館事業を推進する。

取組内容 ・インターネット等を利用した情報発信の充実

・ヤングアダルトの図書の充実

・指定管理者制度導入に向けた取組

指標 ・ホームページアクセス件数（年間 16,650 件）

参考値（年間 31,838 件）

参考値は新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴う臨時休館を行った

影響等により、例年より多かった。

・ヤングアダルト図書貸出点数（年間 8,700点）

参考値（年間 8,038点）
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５ 青少年育成の推進

○重 ①放課後子ども教室の充実

②インターネットの適正利用についての周知啓発

目標・目的 地域住民の協力を得ながら子どもたちが放課後を安全・安心に過ごし、

さまざまな体験や交流活動ができる環境を充実させる。

取組内容 ・４学校区放課後子ども教室の安全・安心かつ持続可能な運営体制の充

実

指標 ・放課後子ども教室の出席率（90％）

参考値（88.7％）

目標・目的 各種機関・団体と連携しながら携帯端末やインターネットの適正利用教

育を促進する。

取組内容 ・セーフネット標語「おぜのかみさま」等を活用した子どもへの周知啓

発

・各種機関・団体と連携し、青少年や青少年に関わる大人への携帯端末・

ゲーム機・インターネットの危険性と適正利用についての周知啓発

指標 ・インターネット等の適正利用に関する啓発事業回数（5回）

参考値（7回）

多様な課題に対応する必要があることから、毎年同じ講座の中での実

施は困難であるため。
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６ 人権尊重の推進

①人権課題に対する学習機会の提供

○重 ②人権啓発地区別事業の推進

目標・目的 地域や社会教育関係団体、企業等も含め、町民に対して人権に関する学

習機会を提供し、人権教育及び啓発活動を推進することにより、すべて

の町民が人権についての正しい理解と行動を身につけられるようにす

る。

取組内容 ・町ぐるみ人権教育推進大会及び人権教育指導者養成講座の開催

指標 ・大会及び講座の延べ参加者数（460人）

参考値（766人）

新しい生活様式に沿って定員の制約が必要であることを考慮したた

め。

目標・目的 身近な生活単位の地域における人権教育及び啓発活動を推進することに

より、すべての町民が人権についての正しい理解と行動を身につけられ

るようにする。

取組内容 ・人権教育啓発委員への助言・指導の実施

・全ての地域公民館における人権啓発地区別事業の実施

指標 ・事業実施数（44件）

参考値（66件）

地域活動の再開が優先事項のため。

・延べ参加者数（660人）

参考値（2,934 人）

新しい生活様式に沿って定員の制約が必要であることを考慮したた

め。
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７ スポーツ・芸術文化の振興

○重 ①スポーツ・レクリエーションに親しむ機会の提供

②文化むら施設・設備の整備

③芸術文化の振興

目標・目的 （公財）大泉町スポーツ文化振興事業団や体育協会等と連携を図り、誰

もが安心して気軽にスポーツ・レクリエーションに親しむ機会を提供す

る。

取組内容 ・町民体育祭の開催及び内容の見直し

・スポーツ・レクリエーション祭の開催及び内容の見直し

・レクリエーションスポーツ体験教室の開催

・大泉歴史ウォーキングの開催

指標 ・参加者アンケート（「良かった」、「たいへん良かった」の割合）（90％）

参考値（ー％）新規設定指標のため

目標・目的 施設・設備の経年劣化が進行しているため、指定管理者と連携を図り、

利用者の安全・安心と併せ、利用しやすい施設・設備の整備を計画的に

実施する。

取組内容 ・小ホール床全面張替工事

・小ホール冷暖房用循環ポンプ更新工事

・大ホール棟チェンバロ庫エアコン更新工事

指標 ・貸出し施設の稼働率（66％）

※稼働率＝利用日数÷利用可能日数

参考値（61.8％）

目標・目的 （公財）大泉町スポーツ文化振興事業団が主催する文化振興事業に対し、

「事業評価」を行い、改善等を提案し、より町民に喜ばれるような事業

の開催を促す。

取組内容 ・事業評価の実施

指標 ・事業団が実施する参加者アンケート（「良かった」、「たいへん良かった」

の割合）（95％）

参考値（94.9％）
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８ 文化財の保存と活用

○重 ①町の郷土芸能や文化財の周知及び活動機会の提供

目標・目的 展示会等のイベントをとおし町の郷土芸能や文化財の周知を図るととも

に保存継承を支援する。また、埋蔵文化財の発掘調査及び記録保存を継

続実施し、展示資料等の充実を図る。

取組内容 ・大泉かるた案内板の設置

・委託整理事業（仙石専光寺付近遺跡）の進捗管理と新規資料の展示公

開

・伝統芸能まつりの開催

・大泉かるた原画展の開催

指標 ・参加者アンケート（「大泉町の歴史や文化・文化財への関心が高まった」

の割合）（90％）

参考値（89.2％）




